
経営比較分析表（令和6年度決算）
北海道上富良野町　上富良野町立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 自治体職員 39 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 5 - ド 訓 救 - - 39 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 39

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

9,706 3,708 第２種該当 - １０：１ 39

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、町内唯一の有床病院として、入院、外来、救急医療を
担っています。また公衆衛生活動として特別養護老人ホームへの診
療、予防接種、特定健診の実施のほか、介護医療院を併設しており
地域医療の核となる医療機関となっています。
　また、富良野圏域医療圏にある二つの救急指定病院のうちの一つ
であり、慢性疾患から救急に至るまで、２次、３次医療圏へのゲー
トキーバーとして大きな役割を担っています。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 68.5 67.8 64.4 64.2 58.5当該値 91.2 96.4 91.5 83.0 91.7 当該値 41.8 46.0 46.0 49.2 44.9当該値 52.1 58.3 54.4 54.4 49.5

平均値 65.0 67.6 65.8 64.9 63.6平均値 98.0 101.9 100.9 97.1 95.6 平均値 55.9 56.5 53.9 54.9 57.1平均値 60.3 63.2 61.4 60.8 59.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率は、常勤医師の欠員及による収益の減収並びに人件
費・物価高騰による費用の増加が影響し前年度比8.7ポイント増の
91.7％となりました。
依然として低い水準であり、安定的かつ持続的な地域医療の確保を
維持するため、診療報酬の増額改訂など、収支構造の見直しが求め
られます。
　このことから、健全な経営水準に達しておらず、医業収支比率及
び累積欠損金比率も改善に至っていない現状です。
  

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　築４０年以上が経過した旧病院の老朽化等に伴い令和２年から改
築整備事業を進め、令和７年５月１日に新病院（鉄筋コンクリート
造４階建て）を開院しました。
　　３９床あった一般病床は人口減及び病床稼働率から３０床へ削
減、併設する介護医療院は待機入所者数及び町外施設を利用してい
る状況を勘案し３２床から４０床へ増床しました。
　また、１床当たりの有形固定資産が平均を大幅に上回っておりま
すが、病床数減少と新病院建築に伴う経費増が主な原因と推測され
ます。

R06 R02 R03 R04

13.8 13.4 12.7 16.1 16.0112.8 当該値29,941 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 29,162 29,802 30,895 31,269

82.7 96.7 108.6 99.98,578 8,946 8,440 8,880 8,345 当該値

8,904 9,068 9,435 9,319

当該値 27,219 27,910 27,937 28,542

16.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少及びコロナからの受診控え影響による収益の減収、また
物価・人件費高騰の影響により費用が増加となったため、経営状況
は数年厳しさを増しています。
　　多様化する町民ニーズに応え地域医療を支える医療機関として
安定した運営が継続できるよう、これまで以上に経費等を削減し、
また経営強化プランを見直すなど経営の健全化を目指します。。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

89.7 平均値 15.9 14.9 15.6 15.49,359 平均値 87.1 84.5 86.0 87.432,712 平均値

R05 R06

当該値 211.6 217.7 245.0 277.0 309.3 当該値 73.8

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

41,332,641 44,859,718 68,313,333 176,302,462

平均値 132.3 141.6 141.5 147.4 145.1

80.2 81.9 82.0 62.1 当該値 35,402,81873.6 69.1 46.6 18.7 当該値 77.5

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 46,069,366 47,725,874 49,580,743 50,826,859 55,159,088平均値 72.3 71.5 72.1 71.9 69.1平均値 57.6 56.9 57.9 59.3 56.1
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④病床利用率(％)
【70.7】
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③修正医業収支比率(％)
【82.6】
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②医業収支比率(％)
【85.2】
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①経常収支比率(％)
【93.7】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【18,510】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【63,608】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


